
感謝
● 町防災行政無線本格運用開始…2-3㌻
● 消防表彰トリプル受賞…4㌻
● 町内13校で卒業式など…５㌻
● 平成26年度当初予算、町職員人事異動…6-7㌻

校長から卒業証書を受け取った沼宮内小の卒業
生は、その足で父母の元へ。手を引かれて来た
入学式のあの日から、見守り励まし続けてくれ
た６年間に感謝を込めて卒業証書を手渡しまし
た。…関連記事 5㌻（３月 18日、沼宮内小）

■主な記事

６年間の
感謝を込めて―
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合わせて利用ください
防災行政無線放送と

電話・メール各種サービス

こちらは防災いわてまちです

町防災行政無線の
本格運用を始めました

ちらは防災いわてまちでちでで
てまちでですすすす

　
放
送
の
種
類
は
、平
常
時
と
非
常
時

の
放
送
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

下
記
の
よ
う
な
内
容
で
放
送
し
ま
す
。

　
平
常
時
に
は
、こ
れ
ま
で
各
地
区
の

放
送
施
設
に
放
送
を
依
頼
し
た
り
、拡

声
器
付
き
の
車
両
で
広
報
し
て
い
た
内

容（
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
や
断
水
の
お
知

ら
せ
な
ど
）を
定
時
に
放
送
し
ま
す
。

た
だ
し
、時
間
的
に
余
裕
が
あ
る
も
の

や
対
象
者
が
少
な
い
お
知
ら
せ
は
、原

則
回
覧
な
ど
に
よ
り
行
う
こ
と
と
し
、

不
要
な
放
送
は
極
力
減
ら
し
ま
す
。

　
火
災
や
災
害
な
ど
の
非
常
時
は
、消

防
団
招
集
や
住
民
の
避
難
誘
導
な
ど
を

必
要
に
応
じ
て
随
時
、最
大
音
量
で
放

送
し
ま
す
。
ま
た
、消
防
庁
が
武
力
攻

撃
事
態
な
ど
の
緊
急
情
報
を
伝
達
す
る

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）と
連
動
し
、サ
イ
レ
ン
や
放
送
に
よ

る
情
報
伝
達
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
放
送
は
建
物
の
種
類
や
天
候
な
ど
に

よ
っ
て
は
聞
こ
え
に
く
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
場
合
に
放
送
内
容
を

確
認
で
き
る
自
動
応
答
電
話
や
各
種

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
防
災
情

報
の
発
信
を
左
記
の
と
お
り
行
っ
て
い

ま
す
。
防
災
行
政
無
線
放
送
と
合
わ
せ

た
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　運用開始式は４月２日、役場庁舎内の放送室で行われ
ました。式では、民部田町長が、「本日から岩手町防災
行政無線の運用を開始します。安全安心なまちとしてさ
らなる防災対策に取り組んでまいります」と力強く宣言。
あいさつと町民歌のメロディーが無線電波により町内全
域のスピー カーに発信され、一斉に放送されました。

　
非
常
時
は
、緊
急
放
送
と
し
て
最
大
音
量

で
放
送
し
ま
す
。

【
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
冒
頭
】

「
こ
ち
ら
は
防
災
岩
手
町
で
す
…
」

「
こ
ち
ら
は
岩
手
分
署
で
す
…
」（
火
災
時
）

【
放
送
時
間
】　
随
時（
発
生
時
な
ど
）

【
放
送
内
容
】　
○
火
災
出
動（
消
防
団
招
集
）

　
○
大
規
模
火
災
の
情
報
　
○
台
風（
進
路

情
報
、避
難
誘
導
な
ど
）　
○
地
震（
発
生
、避

難
誘
導
な
ど
）　
○
気
象
情
報
　
・
特
別
警

報（
大
雨
、暴
風
、大
雪
な
ど
）　
・
警
報（
必

要
な
場
合
に
放
送
）　
・
注
意
報（
霜
、低
温
、

大
気
汚
染
関
係
の
み
放
送
）　
○
河
川
の
汚

染（
発
生
、解
除
）　
○
そ
の
他（
土
砂
崩
れ
、

停
電
な
ど
）

　
町
内
全
世
帯
を
対
象
と
し
た
周
知
や
緊
急

を
要
す
る
行
政
連
絡
に
限
っ
て
放
送
し
、そ

の
他
は
原
則
回
覧
な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

【
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
冒
頭
】　

「
こ
ち
ら
は
岩
手
町
広
報
で
す
…
」

【
放
送
時
間
】　
①
午
前
７
時
５
分
　
②
午
後

０
時
５
分
　
③
午
後
３
時
５
分
　
④
午
後
７

時
５
分
　
※
毎
回
で
は
な
く
４
回
の
う
ち
必

要
な
時
間
に
放
送

【
放
送
内
容
】　
○
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
　
○
断

水
の
お
知
ら
せ
　
○
選
挙
や
交
通
安
全
運
動

な
ど
の
啓
発
　
○
そ
の
他

【
時
報
放
送
】　
正
午
と
午
後
６
時（
10
月
〜

３
月
は
午
後
５
時
）に
音
楽
を
放
送
。
事
前

調
査
で
希
望
し
た
地
区
の
子
局
の
み

平
常
時

放
送
の
種
類
な
ど

各
種
サ
ー
ビ
ス
で
補
足

親
卓
か
ら
町
内
全
域
の
子
局
へ

迅
速
に
き
め
細
か
く
情
報
伝
達

町
は
、
総
合
的
に
進
め
る
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成

24
、
25
年
度
の
２
カ
年
で
整
備
し
た
防
災
行
政
無
線
の
本
格

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
災
害
時
の
消
防
団
招
集
や
住
民
へ

の
避
難
勧
告
・
指
示
な
ど
の
他
、
平
常
時
の
行
政
連
絡
な
ど
、

必
要
な
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確
に
伝
え
る
た
め
に
活
用
し
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

【町防災行政無線に関する問い合わせ先】
役場総務課地域安全係  62‐2111
　　　　　　　　　　　　内線 203、208

民部田町長が開始宣言

防
災
行
政
無
線
の
親
卓
か
ら
町
内
全
域
に
向
け

運
用
開
始
の
宣
言
を
読
み
上
げ
る
民
部
田
町
長

非
常
時

緊急速報メール

いわてモバイルメール

放送内容を電話で確認
　聞き取れなかった放送内容を電話で確認する
ことができます。通話料がかかりますのでご了
承ください。電話は自動応答となります。

　緊急速報メールは、NTTドコモ、KDDI（au）、
ソフトバンク各社の携帯電話向けに災害情報を
配信するサービスです（NTTドコモでは「エリアメー
ル」の名称）。気象庁が配信する「緊急地震速報」
も同サービスを利用したものです。町では、「避
難準備情報」や「避難勧告・指示」など、緊急
性が高い災害情報を配信します。料金は一切か
かりません。対応機種、設定方法などは、取扱
説明書や各社携帯ショップなどで確認ください。

　県や町からのお知らせや防災情報などが、
携帯電話やスマートフォン、パソコンのメー
ルアドレスに随時届きます。情報料は無料で
すが、メール受信のための通信料がかかりま

0195-62-5367

す。登録は、以下のURL または
右記２次元コードから行います。
【登録URL】http://www.pref.
iwate.jp/~hp0212/mobile-mail/

※火災時の放送には対応していません

　
町
防
災
行
政
無
線
施
設
は
、役

場
庁
舎
に
設
置
さ
れ
放
送
内
容
を

発
信
す
る「
親
卓（
放
送
卓
）」と
、

親
卓
か
ら
の
電
波
を
受
信
し
放
送

す
る「
子
局（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
設

備
）」、子
局
か
ら
の
放
送
が
聞
こ

え
な
い
世
帯
な
ど
に
設
置
す
る

「
戸
別
受
信
機（
屋
内
用
ラ
ジ
オ
型

受
信
機
）」、消
防
署
岩
手
分
署
に

設
置
し
火
災
時
な
ど
の
情
報
発
信

に
対
応
す
る「
遠
隔
操
作
卓
」で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
親
卓
と
遠
隔
操
作
卓
か
ら
は
、

町
内
全
域
に
一
斉
に
情
報
を
発
信

で
き
る
他
、地
区
ご
と
や
子
局
の

柱
１
本
１
本
を
指
定
し
て
放
送
す

る
こ
と
も
で
き
、迅
速
で
き
め
細

か
い
情
報
伝
達
が
可
能
で
す
。

　
子
局
は
町
内
全
域
に
１
３
０
基

を
整
備
。
親
卓
か
ら
電
波
を
受
信

し
て
放
送
す
る
他
、そ
れ
ぞ
れ
の
柱

に
マ
イ
ク
、チ
ャ
イ
ム
、サ
イ
レ
ン

を
備
え
、緊
急
時
に
は
柱
単
独
で
放

送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、

72
時
間
稼
働
す
る
バ
ッ
テ
リ
ー
を

搭
載
し
停
電
時
に
も
使
用
可
能
。

１
３
０
基
の
う
ち
16
基
は
親
卓
の

受
話
器
と
相
互
に
通
話
で
き
、災
害

時
な
ど
に
電
話
線
が
切
断
さ
れ
た

り
、携
帯
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
場

合
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
地
域

の
孤
立
化
を
防
止
し
ま
す
。

　
戸
別
受
信
機
は
、約
９
０
０
世

帯
に
設
置
。
子
局
か
ら
の
距
離
が

遠
い
な
ど
の
た
め
、放
送
が
聞
こ

え
な
い
世
帯
を
カ
バ
ー
す
る
他
、

文
字
で
表
示
さ
れ
る
難
聴
者
用
の

受
信
機
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

※受信拒否設定をしている場合は、「mail.highway.
pref.iwatejp」、「pref.iwate.jp」ドメインのメールを
受け取れるようにしてください

こちらは
防災いわ

てまちで
す

こ

です

ちらはは防
災いわ防災いわ

てまちでてまちで
すす

ここちらはちらは防
災
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舘・柳橋地区少年消防クラブ

国
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
運

営
指
導
協
議
会
の
最
高

賞
「
特
に
優
良
な
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
」を
受
賞
。

昭
和
56
年
に
結
成
以
来

32
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
防
火
パ
レ
ー
ド
や

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
、
防

火
ポ
ス
タ
ー
の
作
製
、

消
防
演
習
へ
の
参
加
な

　
ま
た
３
月
５
日
、
同
じ
く
日
本
消
防
会

館
で
行
わ
れ
た
平
成
25
年
度
消
防
庁
長
官

表
彰
式
で
は
、
早
坂
信
一
団
長
が
消
防
団

長
な
ど
を
10
年
以
上
務
め
た
特
に
優
秀
な

消
防
団
員
に
贈
ら
れ
る
消
防
庁
長
官
表
彰

功
労
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
２
つ
の
受
章
に
つ
い
て
早
坂
団
長
は
、

「
先
輩
団
員
が
築
い
た
栄
誉
を
崩
さ
ぬ
よ

う
、
団
員
一
丸
と
な
っ
て
町
民
の
た
め
に

頑
張
っ
て
き
た
成
果
だ
と
心
か
ら
喜
ん
で

い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。
民
部
田
町
長
は
、

「
２
つ
の
大
き
な
受
章
に
よ
っ
て
消
防
団

に
さ
ら
に
力
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
長
き
に

わ
た
る
多
く
の
団
員
の
努
力
に
敬
意
を
表

し
、
今
後
と
も
町
民
の
安
心
・
安
全
の
実

現
の
た
め
に
大
い
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま

す
」
と
祝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
舘
・
柳
橋
地
区
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
（
ク
ラ
ブ
員
26
人
）
は
消
防
庁
・
全

　　
第
66
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式
は

２
月
28
日
、
東
京
都
港
区
の
日
本
消
防
会

館
で
行
わ
れ
、
町
消
防
団
が
優
良
消
防
団

表
彰
旗
を
受
章
し
ま
し
た
。表
彰
に
当
た
っ

て
は
、
県
消
防
協
会
表
彰
審
査
委
員
会
が

昨
年
６
月
９
日
の
町
消
防
演
習
を
視
察
し
、

日
本
消
防
協
会
へ
内
申
。
団
員
が
規
律
正

し
く
士
気
旺
盛
に
臨
ん
だ
特
別
点
検
が
高

く
評
価
さ
れ
受
章
が
決
定
し
ま
し
た
。
町

消
防
団
は
、
昭
和
37
年
３
月
以
来
52
年
ぶ

り
２
回
目
の
同
表
彰
旗
受
章
と
な
り
ま
す
。

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
栄
光

消
防
ト
リ
プ
ル
受
賞

①

③ ②

町
内
13
校
３
２
２
人
が
卒
業

夢
と
希
望
胸
に
巣
立
ち

夢
と
希
望
胸
に
巣
立
ち

52
年
ぶ
り
の
表
彰
旗

団
員
一
丸
の
成
果

早坂 信一 団長

消
防
庁
長
官
功
労
章

岩手町消防団

特
に
優
良
な

  

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

「
火
の
用
心
」
声
掛
け
32
年

　
巣
立
ち
の
季
節
３
月
。
１
日
か
ら
20
日
に

掛
け
て
町
内
13
の
小
中
高
校
で
卒
業
式
が
行

わ
れ
、夢
と
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
３
２
２

人
が
新
た
な
世
界
へ
と
巣
立
ち
ま
し
た
。

　
川
口
中（
川
又
勝
見
校
長
、生
徒
86
人
）の

卒
業
式
は
12
日
に
挙
行
さ
れ
、川
又
校
長
が

卒
業
生
27
人
に
卒
業
証
書
を
授
与
。
式
辞
で

は
、「
や
る
気
、そ
の
気
、本
気
、根
気
、元
気
、

こ
の
5
つ
の
気
を
持
っ
て
何
事
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
努
力
し
続
け
て
い
く

限
り
失
敗
は
あ
り
ま
せ
ん
。
失
敗
を
ば
ね
に

努
力
を
続
け
て
い
け
ば
必
ず
や
成
功
に
近
づ

い
て
い
き
ま
す
」と
卒
業
生
へ
最
後
の
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、18
日
に
行
わ
れ
た
沼
宮
内
小（
浅
野

尚
之
校
長
、児
童
３
１
０
人
）の
卒
業
式
で

は
、62
人
の
卒
業
生
が
受
領
し
た
卒
業
証
書

を
6
年
間
見
守
り
育
て
て
く
れ
た
父
母
へ
感

謝
を
込
め
て
手
渡
し
た
他
、卒
業
生
と
在
校

生
が
、呼
び
掛
け
や
合
唱
で
思
い
出
を
発
表

し
合
い
、会
場
は
大
き
な
感
動
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
学
び
や

か
ら
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
進
む
児
童
生
徒
た

ち
。今
後
の
飛
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

■ 各学校の図書購入冊数
学校名 購入冊数 学校名 購入冊数

川 口 小 251 沼宮内中 156

一方井小 177 川 口 中 68

水 堀 小 141 東 部 中 270

岩瀬張小 287 合 計 1,350

Topics01

工藤忠利さ
んのふるさと納税

小中学校図書の充実に活用
　
下
町
出
身
で
東
京
都
在
住
の
元
会
社
役
員
・
工
藤

忠
利
さ
ん（
76
）か
ら「
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付（
ふ
る

さ
と
納
税
）」制
度
を
利
用
し
て
２
０
０
万
円
が
町
へ

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
寄
付
金
は
、教
育
の
充
実
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
工
藤
さ
ん
の
要
望
に
よ
り
、

小
中
学
校
の
図
書
購
入
費
と
し
て
活
用
。
図
書
の
充

足
率
が
低
い
学
校
を
優
先
し
、７
校
に
計
１
３
５
０

冊
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
１
５
６
冊
が
追
加
さ
れ
た
沼
宮
内
中
の
図
書
室
で

は
早
速
図
書
委
員
が
真
新
し
い
本
を
整
理
。
委
員
長

の
民
部
田
ゆ
う
り
さ
ん（
３
年
）は
、「
新
し
い
本
が

入
り
、図
書
室
に
来
る
人
が
増
え
ま
し
た
。
ま
す
ま

す
た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
ほ
し
い
で
す
」と
話
し
、

川
原
浩
輝
君（
同
）は
、「
こ
ん
な
に
頂
い
て
感
謝
し

て
い
ま
す
。
で
き
る
限
り
読
ん
で
自
分
の
た
め
に
し

た
い
で
す
」と
喜
び
ま
す
。

　
工
藤
さ
ん
は
平
成
22
年
に
も
１
千
万
円
を
寄
付
。
学

校
図
書
の
購
入
費
や
育
英
資
金
に
宛
て
ら
れ
、ふ
る
さ

と
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

贈られた図書を手に喜ぶ沼宮内中の図書委員たち

中学校生活の思い出を胸にしっかりと卒業証
書を受け取る我妻竜弥君（3月 12日、川口中）

町
消
防
団
（
早
坂
信
一
団
長
、
団
員
３
４
９
人
）
は

３
月
６
日
、
舘
・
柳
橋
地
区
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
３

月
27
日
、
そ
れ
ぞ
れ
町
長
室
を
訪
れ
、
平
成
25
年
度

に
受
賞
し
た
各
賞
を
民
部
田
幾
夫
町
長
に
報
告
し
、

安
心
・
安
全
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。（
受

賞
者
の
年
齢
、
学
年
な
ど
は
受
賞
時
点
）

【略歴】　はやさか・しんい
ち　65歳、尾呂部。昭和
50年 12 月 1日に町消防
団へ入団。第 1分団長を
経て平成 15年４月１日、
団長に就任し現在に至る

日
本
消
防
協
会
表
彰
旗

ど
を
通
じ
て
火
の
用
心
を
呼
び
掛
け
続
け

た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
報
告
に
訪
れ
た
細
川
匠た
く
と人
君
と
今
松
優ゆ

う

君
（
と
も
に
沼
宮
内
小
５
年
）
は
「
近
所

に
聞
こ
え
る
よ
う
に
大
き
な
声
で
呼
び
掛

け
ま
し
た
。
も
っ
と
声
を
出
し
て
火
の
用

心
を
届
け
た
い
で
す
」
と
張
り
切
り
、
匠

人
君
の
父
親
で
同
ク
ラ
ブ
第
１
期
の
メ

ン
バ
ー
で
も
あ
る
細
川
勝
人
育
成
会
長

（
43
）
は
、「
親
子
で
一
緒
に
受
賞
で
き
、

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で

続
く
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
絶
や

さ
ず
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

①浅野校長が一人一人に卒業証書を授与　②
いつの間にか背を追い越した母へ卒業証書を
手渡す卒業生　③思い出や感謝の言葉、中学
校生活の決意を発表（3月 18日、沼宮内小）
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子
（
保
健
師
長
兼
健
康
推
進
係
副

主
幹
）　
▼
福
祉
支
援
係
副
主
幹

　
金
沢
勇
貴
（
町
社
会
福
祉
協
議

会
派
遣
）　
▼
栄
養
士

　
山
本
め

ぐ
み
（
健
康
推
進
係
主
事
）　
▼

保
健
師

　
山
下
真
由
（
新
採
用
）

◆
税
務
会
計
課

▼
収
納
係
主
幹
兼
会
計
物
品
係
主

幹
　
地
舘
浩
二
（
収
納
係
主
幹
）　
▼

会
計
物
品
係
副
主
幹

　
府
金
昌
代
（
健

康
福
祉
課
福
祉
支
援
係
副
主
幹
）

◆
農
林
環
境
課

　

▼
環
境
係
主
幹

　
田
中
盛
夫
（
地
域
整

備
課
都
市
計
画
係
主
幹
）　
▼
主
事

　

遠
藤
康
平（
教
育
委
員
会
事
務
局
主
事
）

　
▼
主
事
補
　
千
葉
大
地
（
新
採
用
）

◆
地
域
整
備
課
　

▼
都
市
計
画
係
主
幹
　
須
賀
太
仁
子

（
地
域
整
備
課
都
市
計
画
係
副
主
幹
）　

▼
地
域
整
備
係
副
主
幹
　
藤
沢
祐
介

（
農
林
環
境
課
主
任
）　
▼
都
市
計
画
係

副
主
幹
　
岩
崎
朋
之
（
地
域
整
備
課
主

任
）　
▼
副
主
任
　
幅
将
樹
（
総
務
課

副
主
任
）

◆
教
育
委
員
会
事
務
局

▼
国
体
推
進
室
長
　
田
村
康
志
（
農
林

環
境
課
環
境
係
主
幹
）　
▼
社
会
教
育

係
主
幹
兼
国
体
推
進
室
主
幹

　
八
戸
裕

◆
総
務
課

　

▼
行
政
係
副
主
幹
併
議
会
事
務
局
職
員

併
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

　
田
村
育
江

（
町
民
課
戸
籍
住
民
係
副
主
幹
）
▼
主

事
併
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

　
木
戸
口

諭
（
町
民
課
主
事
）　
▼
自
動
車
運
転

手
　
高
橋
克
（
再
任
用
）

◆
企
画
商
工
課

▼
商
工
観
光
係
副
主
幹
　
阿
部
陽
子

（
総
務
課
行
政
係
副
主
幹
）　

◆
町
民
課

▼
戸
籍
住
民
係
副
主
幹
　
平
野
祐
子

（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
係
副

主
幹
）　
▼
主
事
　
中
村
行
佑
（
教
育

委
員
会
事
務
局
主
事
補
）　
▼
主
事
補

　
千
葉
智
宏
（
新
採
用
）

◆
健
康
福
祉
課 

▼
福
祉
支
援
係
主
幹
　
簗
場
睦
子
（
税

務
会
計
課
会
計
物
品
係
主
幹
）　
▼
保

健
師
長
兼
健
康
推
進
係
主
幹

　
山
口
重

表1　平成26年度一般会計と特別会計の予算総額

図１　一般会計予算の目的別内訳

図２　歳出の性質別内訳

会　計　名 予　算　額 説　　　　明
一　般　会　計 80 億 3,614 万円 特別会計を除く全般的な経費を計上

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 19 億1,387 万円 国民健康保険に係る経費を計上
後期高齢者医療特別会計 1 億 2,422 万円 後期高齢者の医療に係る経費を計上
公共下水道事業特別会計 3 億 9,466 万円 下水道工事に係る経費を計上
戸別浄化槽事業特別会計 2,782 万円 戸別浄化槽の設置に係る経費を計上
水 道 事 業 会 計 5 億2,443 万円 上水道に係る経費を計上
合　　　計 110 億2,114 万円  岩手町全体の予算額

商　工　費　1億2,486万円　（1.6％）
議　会　費　1億　 413万円　（1.3％）
災害復旧費　０億5,617万円　（0.7％）
労　働　費　０億1,289万円　（0.2％）
予　備　費　０億０,800万円　（0.1％）

民生費 公債費 教育費 衛生費 総務費 土木費 農林水産業費 消防費 その他

17 億7,367 万円 12億 8,317 万円 12億 3,085 万円 9億 7,466 万円 9億 6,472 万円 8億 2,035 万円 3億 6,543 万円 3億 1,724 万円 3億605 万円

22.1％ 16.0％ 15.3％ 12.1％ 12.0％ 10.2％ 4.5％ 3.9％ 3.9％

自主財源 諸収入　3億2,876万円（4.1％）
その他　2億1,001万円（2.6％）依存財源

歳入合計 80億3,614万円
歳出合計 80億3,614万円

町税 諸収入 地方交付税 町債 国庫支出金 県支出金 地方譲与税 その他

14 億9,218 万円 5億3,877 万円 33億7,480 万円 9億9,565 万円 6億8,693 万円 6億4,021 万円 1億2,150 万円 1億8,610 万円

18.6％ 6.7％ 42.0％ 12.4％ 8.6％ 8.0％ 1.5％ 2.2％

　
総
額
１
１
０
億
２
１
１
４
万
円

に
上
る
本
年
度
の
一
般
会
計
と
５

つ
の
特
別
会
計
の
予
算
（
表
１
）

は
３
月
14
日
、
平
成
26
年
第
１

回
町
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ

成
立
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の

総
額
は
、
歳
入
、
歳
出
と
も
に

80
億
３
６
１
４
万
円
で
、
前
年

度
を
４
億
２
８
５
０
万
円
（
５
・

６
％
）上
回
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。

　
歳
入
（
図
１
上
段
）
は
、
町
税

な
ど
町
が
独
自
で
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
自
主
財
源
と
地
方
交
付
税

や
国
、
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
、

町
の
借
金
に
当
た
る
町
債
な
ど
の

依
存
財
源
に
分
か
れ
ま
す
。
自
主

財
源
の
比
率
が
大
き
い
ほ
ど
財
政

予
算
総
額
は
１
１
０
億
円

運
営
の
自
主
性
や
安
定
性
が
高
い

と
さ
れ
る
当
町
の
自
主
財
源
比
率

は
、
前
年
度
を
５
・
８
ポ
イ
ン
ト

下
回
る
25
・
３
％
と
な
り
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　　
歳
出
は
、
予
算
の
使
い
方
を
目

的
別
に
ま
と
め
た
図
１
の
下
段
を

見
る
と
、
本
年
度
は
、
住
民
福
祉

の
向
上
に
使
わ
れ
る
民
生
費
が

17
億
７
３
６
７
万
円
で
ト
ッ
プ
。

次
い
で
、
町
の
借
金
返
済
に
充
て

る
公
債
費
が
12
億
８
３
１
７
万

円
。
教
育
費
が
12
億
３
０
８
５
万

円
な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
を
性
質
別
に
分
け

た
図
２
を
見
る
と
、
物
件
費
に

15
億
９
６
２
万
円
、
普
通
建
設
事

業
に
13
億
９
１
８
３
万
円
、
公
債

費
に
12
億
８
３
０
７
万
円
な
ど
を

計
上
。
以
下
、
人
件
費
、
補
助
費

な
ど
の
順
に
続
き
ま
す
。
ま
た
、

経
費
別
で
は
、
土
木･

建
築
事
業

な
ど
の
投
資
的
経
費
は
18
・
０
％
、

公
債
費
や
人
件
費
な
ど
の
義
務
的

経
費
が
40
・
８
％
、
物
件
費
や
補

助
費
な
ど
そ
の
他
の
経
費
が
41
・

２
％
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
ト
ッ
プ
は
民
生
費

雄
（
社
会
教
育
係
主
幹
）　
▼
国
体
推

進
室
副
主
幹

　
畑
中
鉄
実
（
社
会
教
育

係
副
主
幹
）　
▼
学
校
教
育
係
副
主
幹

兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
主
幹

　
滝
川

吟
子
（
企
画
商
工
課
商
工
観
光
係
副
主

幹
）　
▼
社
会
教
育
係
副
主
幹

　
佐
藤

博
光
（
地
域
整
備
課
地
域
整
備
係
副
主

幹
）　
▼
主
任
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

主
任

　
竹
田
宏
記（
農
林
環
境
課
主
任
）

　
▼
主
任

　
大
沢
季
子
（
中
央
公
民
館

主
任
）　
▼
沼
宮
内
小
学
校
用
務
員

　

滝
本
誠
（
再
任
用
）

◆
水
道
事
業
所

▼
上
下
水
道
係
副
主
幹

　
阿
部
嘉
仁

（
雫
石
町
派
遣
）

　本年度の一般会計と５つ
の特別会計のあらましをお
知らせします。なお、詳し
い予算の使い道などは４月
24日発行予定の「みんな
の予算書」をご覧ください。

予算
当初

異動
人事

　４月１日発令の町職員の
人事異動をお知らせしま
す。今回は延べ 30 人（新
採用3人含む）が異動。２
人が退職しました。
※　( ) 内は前任課と職名

平
成
26
年
度

平
成
26
年
度

岩
いわきり

切 拓
たく と

斗 主事（25）

　平成 23 年度に岩手町役場に採用され町
民課戸籍住民係を３年間務めた岩切拓斗主
事は、この度の人事異動で大槌町役場へ 1
年間派遣されます。岩切主事は、「私は
石市出身で、隣の大槌町はなじみがある町
です。派遣先でも町民課で戸籍などの事務
を担当すると聞いています。出来ることを
こなし、少しでも復興の役に立ちたいです。
他の自治体からも多くの職員が派遣されて
いますので、さまざまなことを学べる機会
にしたいと思います」と意気込み高く新天
地へ向かいました。

なじみの町で復興の力に

■トピックス

大槌町役場に
１年間派遣　

《
保
育
所
・
児
童
館
》

■
沼
宮
内
児
童
館

　
▼
館
長

　
伊
藤
久

子
（
沼
宮
内
児
童
館
副
館
長
）　
▼
主

任
保
育
士

　
久
保
美
夏
（
水
堀
保
育
所

主
任
保
育
士
）

《
派
遣
》

◆
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
久
保
栄
司

（
健
康
福
祉
課
福
祉
支
援
係
主
幹
）

◆
大
槌
町

　
岩
切
拓
斗
（
町
民
課
戸
籍

住
民
係
）

◇
３
月
31
日
付
け
退
職
者

松
森
裕
子
（
沼
宮
内
児
童
館
長
）　

波
柴
佳
美
（
健
康
福
祉
課
保
健
師
）
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税
や
料
金
な
ど
が
納
期
限
ま
で
に
納
付

さ
れ
な
い
と
き
は
、そ
の
翌
日
か
ら
納
付

の
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
算
出
さ
れ
た

延
滞
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
延
滞
金
の
利

率
は
、平
成
26
年
１
月
に
改
正
さ
れ
、年

９
・
２
％
で
す
。
た
だ
し
、納
期
限
の
翌

日
か
ら
１
カ
月
の
期
間
は
年
２
・
９
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
税
な
ど
の
滞
納
額
を
解
消
す
る

た
め
、差
し
押
さ
え
や
捜
索
な
ど
の
滞
納

処
分
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
実

施
状
況
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　
今
後
と
も
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
、捜
索
や
公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
適

切
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
滞
納
の
解
消

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　　
病
気
や
失
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
の

た
め
税
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、町
は
納

 　 役場税務会計課 　 62-2111
○税金などの賦課について
　　　課税資産係　内線 522、523、524
○納税について　収納係　内線 525、526

 役場町民課子育て支援係 62-2111 内線 505、504
　  町教育委員会学校給食センター 62-2111内線 355

 役場税務会計課課税資産係
 　 62-2111 内線 522、523、524

コミュニティ
助成事業で
整備されました

　沼宮内地区の「新町組」は、㈶自治総
合センターの一般コミュニティ助成を受
け、山車用の車輪と車軸を整備しました。
同助成は、住民が自主的に行うコミュニ
ティ活動の推進に活用されています。
 役場企画商工課企画広報係

　 62‐2111 内線 215

新
し
く
整
備
さ
れ
た
山
車
の
車
輪
と
車
軸

子育てにやさしいまちへ

税や保険料などの改正

新年度

■ 保育料を一律 10％減額します

■ 個人住民税（均等割）

■ 国民健康保険税の限度額

■ 後期高齢者医療の保険料

■ 学校給食材料費の町負担を継続

平成 20、22、24 年度に続き４回目

１食当たり 35円を町負担

　町では、これまで平成20、22、24年度に各所得階層
一律で保育料の10％引き下げを行いました。本年度４
月からは、保育料をさらに一律10％減額し、子育て世帯
の経済的負担軽減に努めます。 ■ 病児・病後児保育の体制を構築

本年度中に保育所へ看護師を配置
　保育所にいるお子さんが体調を崩した場合に対応す
るため、川口、沼宮内、一方井保育所の運営を委託する
町社会福祉協議会と連携して本年度中に保育所に看護
師を配置し、病児・病後児保育の体制をつくります。

　１食当たり小学校237円、中学校273円の賄い材料費に
町の負担で35円を増額します。これまでの町の負担30
円にさらに５円上乗せすることで、給食費は据え置き
ながら消費税率の引き上げに伴う食材費などの上昇に
対応し、安全・安心でおいしい給食の提供に努めます。税

相
談
に
応
じ
ま
す
。
納
付
が
困
難
と
感

じ
た
と
き
は
、そ
の
ま
ま
に
せ
ず
に
早
め

に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
税
や
料
金
な
ど
の
未
納
者
へ
納
付
を
案

内
す
る「
電
話
催
告
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」を

税
務
会
計
課
内
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
電

話
に
よ
り
早
期
に
未
納
を
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
で
滞
納
の
累
積
を
防
止
し
、収
納
率

の
向
上
に
努
め
ま
す
。
　
　

【
電
話
催
告
の
対
象
者
】　
税
や
料
金
な
ど

の
納
付
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
確
認
が
で

き
な
い
人

【
設
置
場
所
】　
役
場
税
務
会
計
課
内

　国民健康保険は、病気や怪我をした時に安心して医
療が受けられるように、加入者が国民健康保険税を負
担しお互いに助け合う制度です。税制改正により、課
税限度額が次の表のとおり引き上げとなります。

　後期高齢者医療制度は、老人医療費を中心に国民医
療費が増大するなか、高齢者世代と現役世代の負担を
明確化し、公平で分かりやすい制度とするために創設
されました。震災の影響を考慮し、昨年度までは保険
料率を据え置いて来ましたが、本年度は財源が不足す
るため、保険料が次の表のとおり引き上げられます。

■ 子育て支援商品券を給付します
就学前の子ども１人当たり１万２千円分
　消費税率の引き上げに伴
う子育て世帯の家計への負
担を軽減するため、就学前
のお子さんがいる家庭を対
象に子ども１人当たり年
１万２千円分の町共通商品
券を給付します。給付は、本年度と来年度の２年間に
限り行います。給付の時期や申請方法など詳しくは後
日、広報などでお知らせします。

　平成26年度が始まりました。「子育てにや
さしいまちまちづくり」に取り組む町は本年度、
子育て支援事業のさらなる充実を目指し４つの
施策を実施します。また、暮らしや医療を支え
る税や保険料などの改正についてお知らせしま
す。詳しくは、担当課へ問い合わせください。

税
な
ど
の
期
限
内
納
付
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と

延
滞
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す

納
付
が
困
難
な
と
き
は

早
め
に
相
談
く
だ
さ
い

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設

滞
納
処
分
を
実
施

　
税
や
料
金
な
ど
は
町
の
皆
さ
ん
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、行

政
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
滞
納
は
行
政
運

営
に
支
障
が
出
た
り
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
影
響
し
た
り
す
る

だ
け
で
な
く
、税
の
公
平
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

期
限
内
に
納
付
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
電
話
催
告
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
電

話
で
は
、町
役
場
税
務
会
計
課
か
ら
の
電

話
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

納
付
の
確
認
が
取
れ
な
い
税
や
料
金
な
ど

の
納
付
案
内
を
行
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
名
や
口
座
番
号
を
指
定
し
、

振
込
み
を
指
示
す
る
よ
う
な
案
内
を
行
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
、不
審
と

思
わ
れ
る
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、税

務
会
計
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
装
う

不
審
な
電
話
に
注
意
！

もっと

　昨年度までの個人住民税の均等割は5,000円でした
が、「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が
実施する防災のための施策に必要な財源の確保に係る
地方税の臨時特例に関する法律」の施行により、本年度
から平成35年度までの10年間、個人住民税の均等割が
1,000円加算され6,000円になります。

区　分 平成 25年度まで 平成 26年度から
町民税均等割額 3,000 円 3,500 円
県民税均等割額 2,000 円 2,500 円

計 5,000 円 6,000 円

区　分 平成 25年度まで平成 26年度から
医療保険分限度額 510,000 円 510,000 円
後期高齢者支援金分限度額 140,000 円 160,000 円
介護保険分限度額 120,000 円 140,000 円
　　　　計 770,000 円 810,000 円

区　分 平成 25年度まで平成 26年度から 増減
均等割額 35,800 円 38,000 円 2,200 円
所得割額 6.62％ 7.36％ 0.74％
課税限度額 550,000 円 570,000 円 20,000 円

差 押 物 件 件数

給 与 ・ 報 酬 24件

預 貯 金 13件

所得税・県税の還付金 23件

そ の 他 の 債 権 51件

捜 索 2件

■表１ 平成25年度
　　　 滞納処分の状況
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線217］まで

Topics01

共
に
輝
く
町
づ
く
り
の
た
め
に

「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

参加者から初の夫婦が誕生
えん結びパーティーＩ

あ い

コン
Ｔｏｐ
ｉｃｓ
02

No.296

気持ちはまだ60歳！
菊
き く ち

地 久
ひ さ お

夫 さん（78）=境田＝

いつか
どこかで

　
男
女
が
共
に
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
を
進
め
よ
う

と「
い
わ
て
ま
ち
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
３
月
２
日
、プ
ラ

ザ
あ
い
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、約
１
０
０
人
が
来
場
。

立
教
大
学
大
学
院
21
世
紀
社
会
デ

ザ
イ
ン
研
究
科
の
萩
原
な
つ
子
教

授
が
、「
男
女
共
同
参
画
で
つ
く
る

元
気
な
地
域
〜
元
気
の
源
は
わ
た

し
た
ち
！
〜
」と
題
し
て
講
演
し
、

「
地
域
を
元
気
に
す
る
に
は
、組
織

や
社
会
の
変
革
を
待
つ
の
で
は
な

く
、自
ら
何
か
を
変
え
る
こ
と
が
必

要
。男
女
共
同
参
画
も
誰
か
が
や
っ

て
く
れ
る
の
で
は
な
く
、『
私
か
ら

変
え
て
い
く
』と
考
え
ま
し
ょ
う
。

何
か
を
変
え
る
と
何
か
が
変
わ
り

ま
す
」と
訴
え
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、町
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー

で
農
業
委
員
の
松
本
良
子
さ
ん

（
59
）＝
新
田
＝
と
郷
土
芸
能「
一
方

井
七
ツ
踊
」事
務
局
の
田
中
忠
博
さ

ん（
51
）＝
一
方
井
＝
、同
じ
く「
北

山
形
し
っ
し
ど
か
っ
か
」代
表
の
山

崎
良
一
さ
ん（
51
）＝
日
の
神
子
＝

が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
、そ
れ
ぞ

れ
が
実
践
す
る
地
域
作
り
を
発
表
。

来
場
者
は
、男
女
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
、元
気
な
地
域
作
り
の
実

現
へ
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひとまち

Ｉ（あい）コンで知り合い結婚した中橋真人さん・江梨子さん夫妻（中央）。
７月には第１子が誕生するという幸せいっぱいの夫婦を関係者が祝福

①②

③

　
町
商
工
会（
八
戸
保
彦
会
長
）主

催
の「
え
ん
結
び
パ
ー
テ
ィ
ー
Ｉ
コ

ン
」が
き
っ
か
け
で
交
際
を
始
め
結

婚
し
た
初
の
夫
婦
が
誕
生
し
、関
係

者
は
３
月
８
日
、町
商
工
会
館
で
お

祝
い
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
結
婚
し
た
の
は
、昨
年
２
月
10
日

に
レ
ス
ト
ラ
ン
石
神
の
丘
で
開
か

れ
た
第
１
回
Ｉ
コ
ン
に
参
加
し
た

中
橋
真ま
こ
と人
さ
ん（
33
）＝
江
刈
内
＝

と
江
梨
子
さ
ん（
28
）＝
一
戸
町
出

身（
旧
姓
猪
股
）＝
夫
妻
。
当
日
は
、

八
戸
会
長
と
民
部
田
幾
夫
町
長
か

ら
お
祝
い
が
贈
ら
れ
た
他
、Ｉ
コ
ン

を
企
画
・
運
営
し
た
町
商
工
会
青

年
部（
三
浦
智
紀
部
長
）と
Ｊ
Ａ
新

い
わ
て
青
年
部
岩
手
中
央
支
部（
松

本
剛
支
部
長
）の
関
係
者
が
同
席
し

二
人
の
結
婚
を
祝
い
ま
し
た
。

　
民
部
田
町
長
は「
１
回
目
の
開

催
か
ら
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
カ
ッ
プ

ル
が
誕
生
し
、町
と
し
て
も
う
れ

し
い
。
縁
を
大
切
に
楽
し
く
明
る

い
家
庭
を
築
い
て
く
だ
さ
い
」と

祝
福
。
真
人
さ
ん
は
、「
良
い
人

に
巡
り
会
え
ま
し
た
。
Ｉ
コ
ン
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　「9人きょうだいの６番目、６女の私は男の名前を付けられました。笑われたこ
ともありますが、親が付けてくれた名前をいやだと思ったことは一度もありま
せんよ」と笑顔で話す久夫さん。６年ほど前に脳 塞を患いましたが、幸い後遺
症などはなく、コーラスや踊りなど趣味を生き生きと楽しみます。中でもニット
サークルは「何があっても休みたくない」というほど楽しみ。ベストやセーター
を作り、自分で着たりプレゼントしたりするそうです。「『自分はまだ60歳！』と
自分自身に言い聞かせている」という久夫さん。「暖かくなってきたから、少し休
んでいた森のアリーナでの運動を再開したい」とますます元気に春を迎えます。

卓球コンビの夢
　「エクステリア関係の仕事をして、沿岸の方で人
の役に立つものを建てたい」と話す尚旺君と、「動
物に関係ある仕事をして、どこかに動物園を建て
て人を喜ばせたい」と夢を語る大樹君は、岩瀬張
小の新５年生。学校ではそれぞれ、執行委員、保
健委員となり、新たな活動に意欲を持って取り組
んでいます。また、ロードレースとなわとびが得
意というスポーツマンの二人は、卓球スポーツ少
年団に所属。週５日の練習で腕を磨き、「試合に
勝って全国大会に出たい」と張り切ります。

No.296

岩
い わ さ き

崎 尚
な お

旺君 笹
さ さ わ た り

渡 大
だ い き

樹君
（岩瀬張小５年全員）

①替え歌などを取り入れ、分かりやすく面
白く男女共同参画について講演した講師の
萩原なつ子さん　②講師の軽妙なトークに
引き込まれる参加者たち　③萩原さんが
コーディネーターとなりパネルディスカッ
ション。パネリストは、（写真右から）山崎
良一さん、田中忠博さん、松本良子さん

丹内貴明さんの次女

丹
たんない

内 碧
あ い ら

羅ちゃん（下大町）

明るく健やかに育っ
てね

高村博喜さんの次男

高
たかむら

村 隼
しゅん

くん（橋場）

元気で思いやりのあ
る子に育ってね

斉藤司さんの次男

斉
さいとう

藤 大
と わ

和くん（石神）

家族の人気者とわく
ん!!いつもたくさん
笑っていようね

千葉芳博さんの次男

千
ち ば

葉 丸
か ん じ

慈くん（新田）

いつも元気いっぱい、
笑顔の素敵な子に
育ってね

三浦里行さんの長女

三
み う ら

浦 陽
ひ よ り

代莉ちゃん（上野口町）

元気にすくすく育ってね

スマ
イル

ベ

イ ビ　ー

ズ

平沢英明さんの長男

平
ひらさわ

沢 幸
こうだい

大くん（橋場）

いつもニコニコ元気
いっぱい !!

１歳児健診に来てくれ
たお子さんのかわいい
笑顔を紹介します。 　

村山義幸さんの長男

村
むらやま

山 竣
しゅんすけ

亮くん（苗代沢）

わんぱくでもいい、
たくましく育って
ほしい

松本明さんの長女

松
まつもと

本 仁
に な

那ちゃん（新田）

みんなを笑顔にしてく
れてありがとう。元気
いっぱい育ってね

お子さんの紹介

な ま え　（ 地 区 ）
保護者から一言
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い
こ
も
っ
た
灯
篭
点
火

○
３
・
11
祈
り
の
と
も
し
び

思い思いのメッセージや模様が描かれた灯篭が並んだ会場

思

▼2014.03.11

バ
ー
キ
ッ
ズ
へ
卒
業
祝

○
水
堀
小
児
童
へ
カ
ジ
カ
の
石
絵

　
下
黒
内
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
武
田
吉
孝

さ
ん（
60
）は
３
月
17
日
、リ
バ
ー
キ
ッ
ズ
ク

ラ
ブ
を
組
織
し
北
上
川
の
愛
護
活
動
を
行
う

水
堀
小
の
卒
業
生
９
人
に
似
顔
絵
と
石
に
描

い
た
カ
ジ
カ
の
絵
を
贈
り
ま
し
た
。当
日
は
、

武
田
さ
ん
が
同
校
を
訪
問
。
農
家
を
志
す
児

童
に
は
キ
ャ
ベ
ツ
、ホ
ッ
ケ
ー
で
の
活
躍
を

誓
う
児
童
に
は
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
カ
ジ
カ
に
持

た
せ
る
な
ど
、愛
情
を
込
め
て
描
い
た
絵
を

一
人
一
人
に
手
渡
し
ま
し
た
。武
田
さ
ん
は
、

「
卒
業
し
て
も
川
を
き
れ
い
に
す
る
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
で
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

リ
▼2014.03.17

武田吉孝さん（後列㊨）から贈られた絵を手に笑顔の卒業生

　
東
日
本
大
震
災
の
追
悼
イ
ベ
ン
ト「
祈
り

の
と
も
し
び
」は
３
月
11
日
、道
の
駅「
石
神

の
丘
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、町

内
の
小
中
学
生
な
ど
が
追
悼
の
思
い
や
復
興

へ
の
願
い
を
込
め
て
制
作
し
た
紙
パ
ッ
ク
の

灯
篭
約
７
０
０
個
が
整
列
。
灯
篭
に
ろ
う
そ

く
が
と
も
る
と
会
場
は
柔
ら
か
な
光
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
会
場
を
訪
れ
た
沼
宮
内
小
１
年

の
土
橋
美み

く空
さ
ん
は
、「
早
く
復
興
で
き
れ

ば
い
い
な
と
星
に
願
い
を
込
め
ま
し
た
」と

話
し
、星
形
を
切
り
抜
い
て
模
様
を
付
け
た

灯
篭
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
農
業
の
経
営
者
と
そ
の
家
族
が
協
力
体
制

を
確
認
し
合
う「
家
族
経
営
協
定
合
同
調
印

式
」は
３
月
17
日
、ゆ
は
ず
交
流
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。当
日
は
、水
稲
や
野
菜
、葉
タ
バ
コ
、

酪
農
、養
豚
な
ど
の
農
家
５
組
が
参
加
。
農

業
経
営
の
方
針
や
家
族
の
役
割
分
担
、報
酬
、

休
日
な
ど
の
労
働
条
件
を
明
文
化
し
た
協
定

書
に
調
印
し
、立
会
人
を
務
め
た
民
部
田
幾

夫
町
長
ら
の
前
で
家
族
間
の
協
力
を
誓
い
ま

し
た
。
平
成
９
年
に
始
ま
っ
た
家
族
協
定
の

締
結
者
は
、今
回
で
述
べ
93
組
、84
家
族
と
な

り
ま
し
た
。

○
家
族
経
営
協
定
合
同
調
印
式

農

　
県
食
品
衛
生
協
会
岩
手
支
会（
松
本
芳
忠
支

会
長
）は
３
月
18
日
、沼
宮
内
児
童
館
で
手
洗

い
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、児
童

や
職
員
な
ど
約
50
人
が
参
加
。
手
洗
い
方
法

の
説
明
を
受
け
た
児
童
た
ち
は
、特
殊
な
ラ
イ

ト
で
光
る
ロ
ー
シ
ョ
ン
を
手
に
擦
り
込
ん
で

か
ら
手
洗
い
を
実
践
。
ラ
イ
ト
で
洗
い
残
し

を
確
認
し
な
が
ら
、正
し
い
手
洗
い
を
学
び
ま

し
た
。
松
本
支
会
長
は
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
は
集
団
か
ら
広
が
る
。

集
団
生
活
を
す
る
子
ど
も
た
ち
に
手
洗
い
を

身
に
付
け
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

○
食
品
衛
生
協
会
手
洗
い
講
習
会

正

指先から手首まできれいに洗う方法を学び実践する児童たち

▼2014.03.18

し
い
手
洗
い
方
法
学
ぶ

▼2014.03.17

業
経
営
の
協
力
を
確
認

劇
の
地
で
高
ま
る
関
心 

町農業委員や認定農業者が見守る中、協定書に調印する参加者

　
幼
少
期
を
川
口
で
過
ご
し
た
元
宝
塚
歌

劇
団
の
ス
タ
ー
・
園
井
恵
子
の
資
料
展
が

３
月
15
日
か
ら
25
日
ま
で
、兵
庫
県
宝
塚
市

立
中
央
図
書
館
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
、園
井
の
写
真
や
手
紙
、日
記
、映

像
な
ど
を
展
示
。
町
か
ら
も「
園
井
恵
子
を

語
り
継
ぐ
会
」（
柴
田
和
子
会
長
）が
駆
け

付
け
、関
係
者
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
資
料
展
は
、こ
と
し
歌
劇
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
同
市
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
。
原
爆

に
散
っ
た
未
完
の
大
女
優
・
園
井
恵
子
へ

の
関
心
が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

歌
○
宝
塚
市
で
園
井
恵
子
資
料
展

▼2014.03.15

宝塚市立中央図書館長㊨の案内で見学する岩手町のメンバー

　町スポーツ少年団本部と各単位団は、本年度の団
員を随時募集しています。対象は、小学校６年生ま
での児童。たくさんの仲間と一緒に正しい競技技術
とスポーツマンシップを身に付けましょう。入団希
望者は、各単位団または、町スポーツ少年団本部（森
のアリーナ内  62-4835）に問い合わせください。

●団員随時募集中
まれスポ少の仲間たち

募 集 地 区・ 学 校 スポーツ少年団名 募集

全地区

ゆはずＦＣフィゼンツ（サッカー） 男女
沼宮内柔道 男女
沼宮内剣道 男女
岩手ゴルフ 男女

沼宮内小 ＩＮＣびっきぃ～ず（バレーボール） 女
水堀小・沼宮内小 水堀・沼宮内ホッケー 男女
沼宮内・川口・一方井地区 岩手野球 男女
一方井小 一方井ホッケー 男女
浮島小 浮島（卓球） 男女
川口小 川口ホッケー 男女
岩瀬張小 岩瀬張卓球 男女
久保小 久保ホッケー 男女

集 ▼平成26年度 ト

ス

レーニングで老化防止！

ポーツの楽しさ知って！

○アンチエイジング教室

○キッズスポーツ教室

　運動により若々しい身体を保とうと「アンチエイジン
グ教室」は3月27日、森のアリーナで開催されました。4
回目の教室には40代～ 70代の男女24人が参加。ラダー
（はしご状の器具）を使って、さまざまなステップを踏む
トレーニングなどに取り組みました。講師を務めた佐々
木勇斗健康指導員は「体の反応は加齢とともに衰えます。
教室では、頭で考えた通りに体を動かすことを意識した
運動を取り入れました。皆さん1回目より上達していて、
確実に若返ったと思います」と効果に目を見張りました。

　未就学児にスポーツに親しんでもらおうとキッズス
ポーツ教室は森のアリーナで開かれ、3月16日は3歳～ 6歳
児がバレーボールを体験しました。当日は、バレーボール
少年団「INCびっきぃ～ず」が指導。キッズたちは、ソフト
バレーボールを使ったサーブやレシーブ、アタックなどに
挑戦し、元気いっぱいにバレーボールを楽しみました。同
教室は、バレーボールの他、サッカー、野球、テニスの4種目
が行われ、キッズたちのスポーツへの興味を育みました。

 ▼2014.03.27

 ▼2014.03.16

ラ
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
指
示
さ
れ
た
ス

テ
ッ
プ
を
次
々
に
こ
な
す
参
加
者
た
ち

ス
ポ
少
団
員
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
て

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
体
験
す
る
キ
ッ
ズ
た
ち
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【
前
立
腺
が
ん
検
診
】　
前
立
腺
の
異

常
に
よ
り
血
液
中
に
大
量
に
放
出
さ

れ
る
タ
ン
パ
ク
質（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）の
量
を

血
液
検
査
で
判
定
す
る
検
診
で
、自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
前
立
腺
が

ん
の
早
期
発
見
に
有
効
で
す
。
昨
年

度
の
検
診
で
は
、町
内
で
11
人
の
前

立
腺
が
ん
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

【
乳
房
検
診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
）】　
透
明
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
板

で
乳
房
を
挟
み
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
す

る
検
査
で
す
。
痛
み
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、生
理
前
の
１
週
間
は
避

け
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。
触
診

で
は
発
見
で
き
な
い
小
さ
な
し
こ
り

な
ど
も
映
し
出
す
こ
と
が
で
き
、乳
が

ん
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
子
宮
が
ん
検
診
】　
医
師
に
よ
る
診

察
と
子
宮
頚
部
の
表
面
か
ら
綿
棒
な

ど
で
、軽
く
こ
す
り
取
っ
た
細
胞
を

顕
微
鏡
で
調
べ
る
細
胞
診
検
査
を
行

な
い
ま
す
。
が
ん
に
な
る
前
の
正
常

で
な
い
細
胞
も
発
見
で
き
早
期
発
見

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
各
種
検
診
対
象
者
に
は

各
地
区
の
保
健
推
進
員
を
通
じ
て
受

検
票
を
配
付
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
検

診
を
受
け
て
健
康
管
理
に
役
立
て
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
不
明
な
点
は
健
康

福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
胃
検
診
】　

　
胃
を
膨
ら

ま
せ
る
発
泡

剤
と
バ
リ
ウ

ム
を
飲
ん

で
、エ
ッ
ク

問い合わせとご相談は役場健康福祉課　健康推進係 62-2111［内線513、516、517へ］ 健康・福祉情報

健
康
管
理
に

役
立
て
ま
し
ょ
う

文化・情報

No.25

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

千
葉
美
保
子
さ
ん（
83
歳
）＝
上
大
町
＝
で
す
。

平
和
を
祈
る「
寄よ

り
じ
ゅ
ひ
め

寿
姫
像
」

まちの文芸
町立図書館
62-2877

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

俳
句

川
柳
席
題「
少
年
」　
　
柴
田
　
満
子
　
選

短
歌

【4月の休館日】　毎週月曜日。25日（金）。

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け
小　説 よるのふくらみ 窪　美澄
エッセイ いつまでも男と女 渡辺　淳一
実用書 地震と独身 酒井　順子

児童向け
読み物 ひそひそ森の妖怪 富安　陽子
絵　本 ミシンのうた こみね　ゆら
実用書 親子で学ぶ　はじめての書道 石飛　博光

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　４月27日㈰　午前11時～
【対象】　小学校就学前のお子さん
　読み聞かせボランティアの『おはな
し☆きらきら☆』のおはなし会です。

〈
佳
作
〉

さ
わ
が
れ
ぬ
少
年
達
が
銀
と
銅 

　
　
久
慈
　
正
和

ど
こ
ま
で
も
少
年
ポ
ケ
ッ
ト
に
夢
を
詰
め 

　
　
菊
池

　
一
覚

少
年
の
夢
を
か
な
え
る
世
の
中
に 

　
　
土
橋
は
つ
お

〈
秀
逸
〉

努
力
積
み
メ
ダ
ル
つ
か
ん
だ
十
五
歳 

　
　
佐
藤

　
小
草

〈
特
選
〉

少
年
の
耳
に
Ｂ
２
９
の
音 

　
　
馬
渕
　
　
草

い
つ
の
間
に
大
人
に
な
っ
た
声
変
わ
り 

　
　
自

　
　
　
句

百
姓
の
忙
し
う
な
り
て
山
笑
ふ 

遠
藤
　
金
作

氷
上
釣
り
テ
ン
ト
数
多
や
ダ
ム
湖
晴 

遠
藤
　
初
枝

如
月
や
襞
深
く
し
て
岩
鷲
あ
り 

昆
野

　
　
功

卒
業
生
桜
咲
か
せ
て
飾
り
け
り 

佐
藤

　
　
栄

早
や
三
年
寒
怒
涛
も
凪
に
見
え 

志
田

　
悦
朗

言
ひ
そ
び
れ
聞
き
そ
び
れ
し
て
冬
も
行
く 

柴
田

　
ヒ
ノ

日
々
育
つ
物
の
芽
力
あ
ふ
れ
け
り 

白
井
　
梅
子

早
春
の
暮
色
め
ぐ
り
て
風
の
丘 

山
口
　
國
男

竹
箒
石
段
の
雪
軽
く
掃
く 

高
橋

　
麗
子

涙
し
て
聞
き
納
め
た
る
汽
笛
の
音
　
今
甦
え
る

白
き
深
山
に 

志
田
　
悦
朗

湯
布
院
の
山
脈
見
れ
ば
懐
か
し
く
わ
が
故
郷
の

松
尾
を
思
ふ 

瀬
川

　
浩
美

石
彫
の
羚
羊
雪
に
お
ほ
は
れ
て
涙
の
ご
と
き
水

滴
流
る 

橋
本

　
千
代

復
興
の
安
け
き
を
願
ひ
手
作
り
の
箒
を
持
ち
て

浜
の
友
訪
ふ 

山
口
　
國
男

逝
く
が
徳
逝
か
ぬ
が
得
か
問
ふ
わ
れ
は
夢
幻
夢

想
の
境
地
に
侵
れ
り 

佐
藤

　
水
魚

◇チビッコ映画会◇

　
い
わ
て
沼
宮
内
駅
か
ら
北
へ
１・
６
㌔

地
点
、大
町
中
心
部
に
街
の
駅「
よ
り
ー

じ
ゅ
」が
あ
り
ま
す
。
道
路
に
沿
い
、伝
説

の
寄
寿
姫
像
が
透
か
し
彫
り
模
様
の
台
座

に
支
え
ら
れ
、凛
と
し
た
姿
で
立
っ
て
い

ま
す
。
像
と
並
ん
だ
石
碑
に
は
、「
寄
寿
姫

は
大
蛇
か
ら
村
を
救
っ
た
沼
宮
内
伝
説
の

主
人
公
で
す
。
平
成
13
年
12
月
23
日
建
立
。

設
置
者
・
岩
手
町
。
ブ
ロ
ン
ズ
像
制
作
者
・

加
藤
豊
。
台
座
制
作
者
・
岸
伸
介
」と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
寄
寿
姫
像
を
見
上
げ
る
と
、

町
の
平
和
を
祈
り
続
け
る
清
ら
か
な
神
々

し
い
姿
に
心
が
浄
化
さ
れ
、崇
高
さ
を
感

じ
ま
す
。
毎
年
、旧
暦
３
月
16
日（
こ
と
し

は
４
月
15
日
）に
大
安
良
神
社
で
山
見
の

神
事
が
行
わ
れ
、人
々
は
１
２
０
０
年
前

の
伝
説
へ
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、お
祝
い

の
ご
ち
そ
う
を
い
た
だ
く
の
で
す
。

【日時】　４月12日㈯ 午後2時30分～
　　　    ４月24日㈭ 午後３時30分～
【対象】　幼児、小学生

㊤大町商店街の中心部に
平成13年12月にオープ
ンした街の駅は「寄寿姫」
にちなんだ「よりーじゅ」
の名で親しまれています

㊨台座と合わせた高さは約
220㌢。寄寿姫のブロン
ズ像は、凛とした姿でたた
ずみ町の平和を祈ります

所得区分 対象となる人 負担割合

・一般の人
・低所得の人（住民
税非課税世帯など）

既に 70 歳になった人
（S19. ４. １まで生まれ） １割
新たに 70 歳になる人
（S19. ４. ２以降生まれ） ２割

現役並み所得者 ３割

　慌ただしい新生活のちょっとした息抜きに、図
書館での読書はいかがでしょうか？

　　役場町民課国保年金係
　　  62-2111内線508

　４月から、新たに 70歳になる人の窓口負担割合が
２割に変更になります。なお、既に 70歳になってい
る人の窓口負担割合は、1割から 2割に変更される
予定でしたが、引き続き１割に据え置かれます。た
だし、現役並み所得者は３割のまま変更ありません。

「現役並み所得者」…住民税課税所得が145万円以上の人が同じ世帯にいる人

医療費の窓口負担が変わります
70歳～74歳の人の

医療費の窓口負担が「３割」

⇒「２割」に変わります

医療費の窓口負担が「１割」

⇒「２割」　「１割」のまま
　　　　　　（継続されます）

15 年

1 年６カ月

【がん細胞の成長過程】

１㌢

２㌢

ス
線
で
映
す
検
査
で
す
。
潰
瘍
や
が

ん
が
あ
れ
ば
、バ
リ
ウ
ム
が
き
れ
い

に
付
か
ず
、溜
ま
っ
た
部
分
が
白
く

濃
く
映
り
ま
す
。
良
性
の
潰
瘍
や
ポ

リ
ー
プ
も
発
見
で
き
、早
期
治
療
に

つ
な
が
り
ま
す
。

昭和 19年４月２日以降に生まれた人

昭和 19年４月１日までに生まれた人

４
月
か
ら
特
定
健
診
・
各
種
が
ん
検

診
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
健
診
、
検

診
に
つ
い
て
理
解
し
、
健
康
管
理
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
乳
が
ん
の
場
合
、
１
つ
の

細
胞
が
１
㌢
の
が
ん
細
胞
に
な
る
ま

で
15
年
か
か
り
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら

２
㌢
に
な
る
ま
で
は
、
わ
ず
か
１
年

６
カ
月
し
か
か
か
り
ま
せ
ん
。
検
診

で
は
１
〜
２
㌢
の
早
期
が
ん
を
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
が

ん
に
限
ら
ず
自
覚
症
状
が
な
い
病
気

を
早
期
に
発
見
し
適
切
な
治
療
に
つ

な
げ
る
た
め
に
定
期
的
な
健
診
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

各
種
検
診
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

今月は鈴木智子主任保健師
からのお便りです

な
ぜ
検
診
が
必
要
な
の
？

主
な
検
診
の
検
査
方
法

保
健
推
進
員
が
受
検
票
配
布

【
特
定
健
診
】　
脳
卒
中
や
心
臓
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
は
、臓
器
そ
の
も

の
の
異
常
で
は
な
く
、臓
器
に
血
液

を
送
る
血
管
の
傷
み
が
原
因
で
起
こ

り
ま
す
。
特
定
健
診
は
、血
液
検
査

な
ど
で
目
に
見
え
な
い
血
管
の
状
態

を
調
べ
て
小
さ
な
異
常
を
発
見
し
、

早
い
段
階
で
の
対
処（
生
活
習
慣
改

善
）に
つ
な
が
り
ま
す
。
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県
保
険
医
協
会
歯
科
部
会
は
、

歯
や
口
の
中
の
健
康
に
関
す
る
無

料
電
話
相
談「
ヨ
イ
歯
デ
ー
テ
レ

ホ
ン
相
談
」を
行
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。

【
実
施
日
】　
４
月
18
日（
金
）午
前

10
時
〜
午
後
７
時

　
※
回
答
は
午

後
７
時
以
降
と
な
り
ま
す
。
相
談

を
受
け
付
け
た
後
、協
会
歯
科
医

師
が
電
話
し
ま
す

【
受
付
内
容
】　
歯
ま
た
は
口
に
関

す
る
悩
み
全
般

【
相
談
窓
口
】　
県
保
険
医
協
会
ヨ

イ
歯
デ
ー
テ
レ
ホ
ン
相
談
係

０
１
９
‐
６
５
１
‐
７
３
４
１

　
県
保
険
医
協
会
歯
科
部
会

０
１
９
‐
６
５
１
‐
７
３
４
１

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
・
　
　（
一
財
）消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
岩
手
県
支
部
０
１
９

‐
６
５
４
‐
７
０
０
６
　
○
電
子

申
請

　（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
電
子
申
請
室
０
５
７
０

‐
０
７
‐
１
０
０
０
　http://

w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

　
四
十
四
田
ダ
ム
流
域
市
町
村
な

ど
は
、流
域
の
地
域
情
報
や
食
材

を
集
め
て
交
流
す
る「
四
十
四
田

ダ
ム
さ
く
ら
ま
つ
り
２
０
１
４
」

を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　
４
月
29
日（
火
）午
前
10

時
〜
午
後
４
時

【
会
場
】　
四
十
四
田
ダ
ム
駐
車
場

（
盛
岡
市
下
厨
川
字
四
十
四
田
１
）

【
内
容
】　
○
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

（
川
又
神
楽
と
川
前
神
楽
の
演
舞

会
、キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、ゆ
る

キ
ャ
ラ
交
流
会
な
ど
）　
○
ダ
ム

サ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト（
流
域
市
町

村
う
ま
い
も
の
市
、フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
）　
○
ダ
ム
見
学
会

（
ダ
ム
監
査
廊
＆
発
電
所
見
学
、小

学
生
ボ
ー
ト
湖
面
巡
視
体
験
な

ど
）　
○
そ
の
他（
ダ
ム
こ
い
の
ぼ

り
、ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
）

　
四
十
四
田
ダ
ム
さ
く
ら
ま
つ

時
〜
正
午

【
内
容
】　
き
の
こ
の
生
態
を
学
び
、

４
種
類
の
植
菌
を
体
験
し
ま
す

【
参
加
費
】　
１
０
０
０
円（
ほ
だ

木
１
本
持
ち
帰
り
）

【
定
員
】　
20
人（
先
着
）

○
木
工
教
室
〜
木
で
作
る
花
器

【
日
時
】　
４
月
20
日（
日
）午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

【
参
加
費
】　
２
０
０
０
円（
一
作

品
）

【
定
員
】　
10
人（
先
着
）

・

　
森
林
ふ
れ
あ
い
学
習
館

フ
ォ
レ
ス
ト
ｉ
78
‐
２
０
９
２

　
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
岩
手
県
支
部
は
、県
知

事
の
委
任
を
受
け
、危
険
物
取
扱

者
と
消
防
設
備
士
の
試
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
申
請
は
、郵
送
に
よ
る
書
面
申

請
の
ほ
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
電
子
申
請
も
可
能
で
す
。

　
試
験
案
内
は
、盛
岡
中
央
消
防

署
岩
手
分
署
の
ほ
か
、各
消
防
署
・

分
署
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、危
険
物
取
扱
者
と
消
防

設
備
士
の
免
状
は
、交
付
日
か
ら

10
年
ご
と
に
書
換
え
が
必
要
で

す
。
平
成
16
年
以
前
の
免
状
を
お

持
ち
の
人
は
、速
や
か
に
更
新
手

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
町
国
際
交
流
協
会

は
、外
国
人
を
対
象
に
日
本
語
講

座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
講
を
希

望
す
る
人
は
気
軽
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

○
沼
宮
内
教
室

【
日
時
】　
毎
月
第
４
日
曜
日
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

【
場
所
】　
ゆ
は
ず
交
流
館

【
受
講
料
】　
無
料（
教
科
書
代
は

実
費
）

※
希
望
者
が
あ
る
場
合
は
、川
口

教
室
も
開
講
し
ま
す

・

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
町
国
際
交

流
協
会
事
務
局
62
‐
２
８
７
７

　
県
民
の
森
・
森
林
ふ
れ
あ
い
学

習
館
フ
ォ
レ
ス
ト
ｉ
は
、森
林
環

境
学
習
の
拠
点
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
、自
然
観
察
会
や
森
林
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
、体
験
教
室
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
４
月
は
次
の
行
事
を
開
催
し
ま

す
の
で
、参
加
く
だ
さ
い
。
参
加

は
予
約
が
必
要
で
す
。
服
装
や
持

ち
物
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
き
の
こ
植
菌
体
験
教
室

【
日
時
】　
４
月
19
日（
土
）午
前
10

り
実
行
委
員
会
事
務
局
０
９
０

‐
４
５
５
１
‐
８
６
５
３

　
町
は
、列
車
通
学
者
を
持
つ
家

庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、通
学
定
期
券
の
購
入
に
掛

か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

【
対
象
】　
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄

道
の
通
学
定
期
を
利
用
し
た
人
の

保
護
者
。
な
お
、通
学
定
期
の
有

効
期
限
が
平
成
25
年
10
月
１
日
か

ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
も

の
に
限
り
ま
す

【
申
請
方
法
】　
Ｉ
Ｇ
Ｒ
各
駅
か
ら

使
用
証
明
を
受
け
た「
Ｉ
Ｇ
Ｒ
通

学
定
期
補
助
金
交
付
申
請
書
」を

役
場
企
画
商
工
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い（
郵
送
可
）。
駅
か
ら
の
使

用
証
明
は
、申
し
出
を
し
な
け
れ

ば
受
け
ら
れ
な
い
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い

【
申
請
期
限
】　
４
月
30
日（
水
）　

※
土
・
日
・
祝
日
は
日
直
が
受
け

付
け
ま
す

・

　
役
場
企
画
商
工
課
企

画
広
報
係（
２
階
５
番
窓
口
）
62

‐
２
１
１
１
内
線
２
１
５

　
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
は
、消

費
税
率
の
改
正
に
伴
い
、し
尿
の
汲

み
取
り
手
数
料
を
、現
在
の
10
㍑
に

つ
き
55
円
か
ら
57
円
に
改
定
し
ま

す
。
ま
た
、１
回
当
た
り
３
０
０
㍑

未
満
の
場
合
の
手
数
料
１
６
０
０

円
を
１
６
４
５
円
に
改
定
し
ま
す
。

　
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合

74
‐
２
７
１
６

　
国
民
年
金
に
は
、老
齢
、障
害
、遺

族
基
礎
年
金
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、保
険
料
を
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
て
い
な
い
と
、受
給
で

き
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
そ
の
も
の
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
保
険
料
は
、月
額

１
万
５
２
５
０
円
で
す
。
毎
月
の

保
険
料
は
、日
本
保
険
機
構
か
ら
毎

年
４
月
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る「
納

付
書
」を
使
い
、翌
月
の
末
日
ま
で

に
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
ま
す
。
ま
た
、希
望

に
よ
り
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替

も
で
き
ま
す
。
そ
の
他
詳
細
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

行
わ
れ
ま
す

そ
の
他

　
い
わ
て
花
巻
空
港
定
期
便
の
ダ

イ
ヤ
が
３
月
30
日
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
札
幌（
最
短
55
分
）、名
古
屋

（
同
70
分
）、大
阪（
同
85
分
）、福
岡

（
同
１
１
５
分
）と
、飛
行
機
な
ら
目

的
地
ま
で
ひ
と
っ
飛
び
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、高
知（
名
古
屋
乗
継
）

な
ど
乗
継
便
も
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、札
幌
・
大
阪
・
福
岡
便
経
由

の
乗
継
便（
宮
崎
・
那
覇
な
ど
12

路
線
）に
は
、新
た
に「
乗
継
割
引
運

賃
」が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
わ
て
花
巻
空
港
は
、
石
自
動

車
道「
花
巻
空
港
Ｉ
Ｃ
」か
ら
車
で

３
分
。
駐
車
場（
１
１
５
０
台
）は

無
料
で
す
。
こ
の
機
会
に
、ま
す
ま

す
便
利
に
な
っ
た「
い
わ
て
花
巻
空

港
」を
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

【
平
成
26
年
度
上
期
ダ
イ
ヤ
の
概

要
】　
○
札
幌
線（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）１
日

４
往
復
　
○
名
古
屋
線（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

１
日
３
往
復
　
○
大
阪
線（
Ｊ
Ａ

Ｌ
）１
日
４
往
復
　
○
福
岡
線（
Ｊ

Ａ
Ｌ
）１
日
１
往
復

【
航
空
券
の
予
約
】　
○
日
本
航
空

（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
０
５
７
０
‐
０
２
５

‐
０
７
１（
午
前
７
時
〜
午
後
８
時
）

　
○
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン

ズ（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
０
５
７
０
‐
５
５
‐

０
４
８
９（
午
前
７
時
〜
午
後
８
時
）

「
歯
の
テ
レ
ホ
ン
相
談
」

■
４
月
18
日
は
ヨ
イ
歯
デ
ー

「
県
民
の
森
」で
学
ぼ
う

■
４
月
は
体
験
教
室

さ
く
ら
ま
つ
り
と
見
学
会

■
四
十
四
田
ダ
ム

月
額
１
万
５
２
５
０
円
に

■
国
民
年
金
保
険
料

汲
み
取
り
料
改
定
し
ま
す

■
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合

４
月
中
に
申
請
く
だ
さ
い

■
Ｉ
Ｇ
Ｒ
通
学
定
期
の
補
助

　
○
盛
岡
年
金
事
務
所

（
〒
０
２
０
‐
８
５
１
１
盛
岡
市
松

尾
町
17
‐
13
）
０
１
９
‐
６
２
３

‐
６
２
１
１
　
○
役
場
町
民
課
国

保
年
金
係
62
‐
２
１
１
１
内
線

５
０
９

　
県
自
然
保
護
課
は
、年
々
増
加

す
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
農
林
業

被
害
の
軽
減
策
と
し
て
、「
全
県

一
斉
ニ
ホ
ン
ジ
カ
有
害
捕
獲
強
化

期
間
」（
４
月
１
日
〜
30
日
）を
設

定
し
ま
し
た
。

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
農
業
被
害

は
、県
南
部
の
五
葉
山
周
辺
地
域

か
ら
現
在
で
は
県
内
全
域
に
拡
大

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
町
で
も
被
害

が
平
成
24
年
か
ら
増
加
傾
向
に
あ

る
た
め
、４
月
１
日
か
ら
30
日
ま

で
の
間
、町
内
全
域
で
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。
捕
獲

は
、町
の
依
頼
を
受
け
た
岩
手
町

地
区
猟
友
会
に
よ
り
行
わ
れ
ま

す
。
狩
猟
事
故
な
ど
に
は
十
分
気

を
付
け
ま
す
が
、渓
流
釣
り
や
山

菜
採
り
な
ど
で
入
山
す
る
人
は
、

事
故
防
止
の
た
め
色
付
き
の
目
立

つ
服
装
に
す
る
な
ど
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
役
場
農
林
環
境
課
環
境
係

62
‐
２
１
１
１
内
線
３
０
７

札
幌
・
名
古
屋
行
き
増
便

■
花
巻
空
港
〜
乗
継
割
引
も

外
国
人
を
対
象
に
開
催
！

■
日
本
語
教
室

ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
を
実
施

■
全
県
一
斉
強
化
期
間

資
格
試
験
を
実
施
し
ま
す

■
危
険
物
・
消
防
設
備
士

YOUNG

散歩

ヤ
ン
グ

No.310
【プロフィル】　さわぐち・みさと（27）＝上野口町＝。沼宮内高を経て
盛岡大学を卒業後、平成25年4月にＮＰＯ法人町国際交流協会に就職。
同協会が運営を受託する町立図書館に勤務。血液型Ａ型、みずがめ座

　「読書が好きで、人と触れ合う仕事がしたいと思い図書館に勤めま
した。お客さまが気軽に相談しやすいよう笑顔での対応を心掛けて
います」と話す美里さんは、町立図書館で主に児童向けの図書を担当
する司書です。「お客さまが求める本を一緒に探して見つけ、『あり
がとう』と言われた時はうれしいですね」と利用者と本との出合いを
手伝う図書館の仕事にやりがいを感じています。休日には、友人とド
ライブや買い物などを楽しむ美里さんの理想の男性像は、「優しくて
明るい人」だとか。「読んだ本に出てくる場所を訪ねてあちこち旅行
してみたい」と夢を語りながら、「皆さんに紹介できるようにもっと
もっと本を読みたいです」と熱心に仕事に取り組む笑顔が輝きます。

もっともっと本を読みたい

沢口 美里 さん

 問い合わせ先
 申し込み先

情報
インデックス

岩手町役場  62-2111
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こども救急相談電話

診療時間外の受診

◇町税などの納付期限◇

固定資産税（第１期） ４月 30日（水）
口座振替日：４月 25日㈮

診療科 診療日 受付時間

内　科 月～金曜日 08:30 ～11:30
外　科 月～金曜日  8:30 ～11:30
応援診療科（４月）
脳神経外科 ８日 08:30 ～

11:00

循環器（内科）７、21 日 13:00 ～
15:30

小児科 11、25 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 ８、22 日 13:00 ～
15:30

整形外科 ４、18 日 08:30 ～
11:30

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

４（金）13:00 ～13:30 ～
沼宮内中入学式
東部中入学式 各中学校

７（月）
10:00 ～ 沼宮内小、一方井小入学式 各小学校

14:00 ～ 一方井中入学式 一方井中

８（火）

9:30 ～
10:00 ～

岩瀬張小入学式
川口小、北山形小、水堀小、久保小
入学式

各小学校

10:00 ～ 沼宮内高校入学式 沼宮内高校

13:15 ～ 川口中入学式 川口中

13（日）09:00 ～ 00:00 町スポーツ少年団結団式 森のアリーナ

16（水）10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211）ゆはず交流館

17（木）10:00 ～ 00:00 まんまと湯っこの会 町老人福祉センター

18（金）09:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

19（土）
10:00 ～ IBC 杯ホッケー大会　高校の部

（20 日まで） 町ホッケー場

11:00 ～ 中村太樹男展　開場式
（会期：6月1日まで） 石神の丘美術館

22（火）

12:30 ～ 00:00
12:45 ～ 00:00

9カ月児健康診査（平成25年7月生まれ）
6カ月児健康診査（平成25年10月生まれ）
1歳児健康診査（平成25年4月生まれ）
※乳幼児の健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

13:00 ～ 16:00 盛岡消費生活センター出前消費者相談会（要予約：受け付けは役場総務課地域安全係） 町総合開発センター

24（木）10:00 ～ 12:00 子育てサロンすくすく 町保健センター

26（土）09:00 ～ 00:00 IBC 杯ホッケー大会　中学校の部 町ホッケー場

日（曜） 時間 行事名 場所

９（金） 9:30 ～ 妊婦教室１回目
（平成26年７月～10月出産予定の女性） 町保健センター

14（水）12:30 ～

１歳６カ月児健康診査
（平成24年９月13日～11月 14日生まれ）

町保健センター
３歳児健康診査
（平成22年９月１日～10月９日生まれ）

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

４月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や町ホームページなどで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

月

月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

３（土）岩手沼宮内クリニック
４（日）佐々木医院
５（月）佐渡医院
６（火）塚谷医院

５月

一方井診療所
岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐藤整形外科クリニック

佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
沼宮内地域診療センター

町内医療機関の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

　62-2659
　61-2025

　61-3636
　62-2234

　68-7240
　62-3211
　62-2043
　62-1155

　62-2511

休日当番医【受付時間】
　9:00～17:00

日（曜） 当番医
６（日）さわやかクリニック
13（日）一方井診療所
20（日）佐藤整形外科クリニック
27（日）北上脳神経外科クリニック
29（火）沼宮内地域診療センター

▼

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000（ＰＨＳ、ダイヤル式 
　回線電話、ＩＰ電話は 019-605-9000）

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　 019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院
　下記予定表のとおり

　【受付時間】　午後5時～翌朝9時、土曜日は午後1時～ 5時
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡
　市夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の
　急病の子どもを受け入れます
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）■役場健康
福祉課　 0195-62-2111（内線 518）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県立中央病院
　　　　　　盛岡市上田1-4-1　 019-653-1151
【日　赤】　盛岡赤十字病院
　　　　　　盛岡市三本柳6-1-1　 019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院
　　　　　　盛岡市内丸19-1　 019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院
　　　　　　盛岡市上田字松屋敷11-14　 019-662-5656
【川久保】　川久保病院
　　　　　　盛岡市津志田26-30-1　 019-635-1305

２月受け付け分

日 月 火 水 木 金 土
4/1
川久保

２
中央

3
日赤

4
医大

5
こども

6
中央

7
医大

8
川久保

9
日赤

10
中央

11
医大

12
中央

13
日赤

14
中央

15
川久保

16
医大

17
中央

18
中央

19
こども

20
中央

21
医大

22
日赤

23
中央

24
医大

25
中央

26
医大

27
中央

28
日赤

29
中央

30
医大

5/1
中央

２
中央

３
こども

４
日赤

５
中央

６
川久保

７
医大

８
中央

９
中央

10
日赤

●生まれたお子さん●３人（３人）
▼１月
日 お名前 保護者 行政区

29 　遠藤　壱
い っ さ

颯 勇　治 中 田

12 　畑中　莉
り の

乃 翔　太 万 部

17 　四日市　仁
に な

那 誠 野 原

●お婿さん、お嫁さん● ３組（３組）

日 お名前 世帯主 行政区

４ 　山﨑　賢
　伊藤　晴香

良　一
本　人

日の神子
駅 前

14 　佐藤　春樹　柳本　里美
本　人
本　人

二 ツ 森
二 ツ 森

22 　千葉　大地　早坂　美穂
本　人
和　男

民 部 田
犬 袋

▼２月

● 亡 く な ら れ た 人 ● ８ 人（ ９ 人 ）
▼２月
日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

３ 佐々木　勲 （63） 悦　子 上愛宕下

７ 滝本　權次郎（84） 健　一 雪 浦

13 田中　クニ （89）小梨幸子 下苗代沢

16 武田　ミサオ（105） 茂 新 田

20 松村　ナヨ （97） 順　二 下 浮 島

24 澤瀬　專五郎（84） 本　人 太 田

26 遠藤　トモヱ（92） 顕 黒 石

27 千葉　精喜 （80） 本　人 土 川

▼２月

　組数、人数の（ ）内は実数です。お婿さんお嫁さんは、
結婚して町内に住所がある人を掲載しています。
　広報に掲載を希望しない人は、届け出のときに町民
課にお話ください。

４

５

医療町民カレンダー子どもが急病のときよろこび
かなしみ

こころといのちを支えるいわて
一人で悩まず
相談ください



美
術
館
へ
行
こ
う

《お知らせ》４月１日より、通年午前9時～午後５時開館、月曜日休館になります。

中
村
太
樹
男
展

遠
く
て
近
い

  

物
語
の
は
じ
ま
る
と
こ
ろ

中村太樹男さん＝盛岡市＝の
物語のはじまりを予感させる
絵画作品を紹介します

４月19日㈯～６月１日㈰
【開館時間】　午前 9時～午後 5時
※ 4/19 ㈯は開場式のため、正午より公開
【休館日】　月曜日（4/28 ㈪、5/5 ㈪は開館）
【観覧料】　一般 240 円／大・高生 160 円
※町民割引：運転免許証、保険証などを提示ください

【展覧会期】

代表 :滝本光子（65）
　 　＝野原＝
会員: ９人

いきいきサ ルクーサ ルクー
No.13

　「
琴

き
ん
じ
ょ
う
り
ゅ
う

城
流
大
正
琴
川
口
教
室
」は
平
成
８
年
４
月

の
結
成
以
来
活
動
を
続
け
る
音
楽
サ
ー
ク
ル
で

す
。
練
習
は
、川
口
公
民
館
で
毎
週
月
曜
日
に
開

催
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
、自
宅
で
も
練
習
に
励
み
、

川
口
地
区
の
文
化
祭
や
老
人
ホ
ー
ム
を
慰
問
し
て

の
公
演
な
ど
で
演
奏
を
披
露
し
ま
す
。
教
室
を
指

導
す
る
山
内
ユ
リ
子
さ
ん（
65
）＝
盛
岡
市
玉
山
区

＝
は
、「
大
正
琴
は
生
涯
学
習
で
す
。
前
回
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
で
き
る
よ
う
に
な
り
、少
し
で

も
笑
顔
に
な
っ
て『
今
日
は
楽
し
か
っ
た
ね
』と

言
っ
て
帰
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と
話
し
ま
す
。

　
会
員
最
高
齢
は
和
田
政
子
さ
ん
＝
雪
浦
＝
と
野

中
京
子
さ
ん
＝
犬
袋
＝
の
89
歳
。
和
田
さ
ん
は
、

「
覚
え
た
曲
を
弾
く
の
が
楽
し
い
で
す
。
で
き
る

だ
け
長
く
続
け
た
い
で
す
」と
話
し
、野
中
さ
ん

は
、「
み
ん
な
と
一
緒
に
弾
く
の
が
楽
し
み
で
す
」

と
送
迎
し
て
く
れ
る
家
族
や
仲
間
に
も
感
謝
し
な

が
ら
元
気
に
参
加
し
ま
す
。
山
内
さ
ん
は
、「
皆

さ
ん
が
健
康
で
元
気
に
集
ま
れ
る
こ
と
は
幸
せ
な

こ
と
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
曲
に
挑
戦
し
て
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、こ
の
先
の
５
年
も
元
気
で
練

習
し
ま
し
ょ
う
」と
会
員
を
大
い
に
励
ま
し
ま
す
。

つ
ま
弾
く
調
べ
が
元
気
の
源

「
琴
城
流
大
正
琴
川
口
教
室
」

大正琴の演奏と仲間との交流を笑顔で楽しむ会員の皆さん

左手でボタンを押さえ
右手で弦を弾く大正琴
の演奏

熱心に練習する会員と
指導する山内先生㊨

「いきいきサークル」では、町内で活動するスポーツ、文化、ボランティアなどのサーク
ルや団体を紹介します。　　  役場企画商工課企画広報係 62－ 2111 内線 217 へ

編
集
後
記

■
 編
集
／
岩
手
町
企
画
商
工
課

　
〒
028-4395 岩

手
県
岩
手
郡
岩
手
町
五
日
市
10-44

　
0195-62-2111　

FA
X0195-62-3104

■
 町
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
確
認
　

0195-62-5367 （
自
動
応
答
電
話
）

■
 町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.iw
ate.iw

ate.jp
■
 町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
　
@
iw
atem

achi_koho

2014年
［
平
成
26年

］
4月
10日
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新
年
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
本
紙「
広
報
い
わ
て
ま

ち
」も
所
々
デ
ザ
イ
ン
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
み
ま
し
た

が
、気
付
き
ま
し
た
か
？
役

場
で
は
定
例
の
人
事
異
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、広
報
担

当
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
も
う
１
年
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
号
の
編
集
も
大
詰
め
の

３
月
末
に
吉
報
が
届
き
ま
し

た
。
沼
宮
内
高
女
子
ホ
ッ

ケ
ー
部
の
全
国
高
校
選
抜

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
準
優
勝
で

す
！
本
号
へ
の
掲
載
は
間
に

合
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ

の
快
挙
は
来
月
号
で
お
知
ら

せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お

楽
し
み
に
！
　
　
　（
佐
藤
）

 石神の丘美術館  62－1453

H26.2.28現在　（ ）内は前月比
【人口】　男　7,249人（△ 4）
　　　　女　7,580人（△14）
　　　　計 14,829人（△18）
【世帯】　5,463世帯（4）
【出生】 3人　【死亡】 9人
【転入】16人　【転出】28人
【外国人住民】115人

 人口の動き


